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古
代
の
家
庭
経
営

‐
'
-
律
令
時
代
の
農
民
の
税
制
を
中
心
と
し
て

-130

久

武

綾

子

(
家
政
学
教
室
)

は

じ

め

に

家
庭
経
営
、
つ
ま
り
家
庭
の
人
的
・
物
的
面
に
対
す
る
運
営
を
学
問
的
に

扱
っ
た
家
庭
経
営
学
が
学
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、
昭
和
三
〇
年
を
過
ぎ
て
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
家
庭
経
営
は
家
族
史
上
、
有
史
以
来
そ
の
営
み
が
行

わ
れ
て
来
た
が
、
古
い
時
代
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
報
告
は
な
い
。

筆
者
は
近
年
、
戸
籍
制
度
と
氏
の
変
遷
に
興
味
を
も
ち
そ
の
一
連
の
報
告
を

し
て
来
た
が
、
古
代
を
研
究
し
て
い
る
と
き
、
律
令
国
家
の
貢
租
徴
税
の
台
帳

で
あ
る
戸
籍
に
関
し
、
歴
史
学
上
は
多
く
の
報
告
が
あ
る
が
家
政
学
上
、
律
令

戸
籍
を
分
析
し
当
時
の
家
庭
経
営
を
研
究
し
た
報
告
は
な
い
の
で
、
律
令
戸
籍

に
よ
っ
て
税
制
を
検
討
し
よ
う
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
で
歴
史
上
、
古
代
と
は
三

世
紀
の
邪
馬
台
国
の
出
現
か
ら
で
一
世
紀
中
期
に
武
士
が
政
冶
の
実
権
を
握
る

前
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
古
代
の
中
で
も
あ
る
程
度
の
資
料
が

あ
り
国
家
の
体
制
も
整
っ
て
き
た
律
令
時
代
に
し
ぼ
り
当
時
の
人
口
六
百
万
の

大
多
数
を
占
め
る
農
民
の
家
庭
経
営
を
対
象
と
す
る
。

研

究

方

法

一
、
ま
ず
、
律
令
戸
籍
分
析
の
た
め
当
時
の
社
会
状
況
を
概
説
し
て
お
く
。

1

律
令
時
代
と
律
令
戸
籍

律
令
戸
籍
と
は
、
律
令
(
律
は
刑
法
、
令
は
行
政
法
)
時
代
の
戸
籍
を
指

す
。
律
令
体
制
の
た
め
唐
の
諸
制
度
を
導
入
し
た
の
は
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱

で
皇
位
を
得
た
天
武
天
皇
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
持
続
朝
で
最
初
の
律
令
制
的

な
戸
籍
で
あ
る
庚
寅
年
籍
(
六
九
〇
年
)
が
作
成
さ
れ
た
。
が
、
こ
れ
は
現
存

し
な
い
。
そ
し
て
七
〇
一
年
、
大
宝
律
令
が
完
成
し
日
本
の
律
令
体
制
が
整
え

ら
れ
た
。
律
令
国
家
は
、
軍
事
力
の
基
盤
と
し
て
全
国
的
な
規
模
で
の
徴
兵
制

を
し
き
、
経
済
面
で
は
人
民
を
公
地
公
民
と
し
、
具
体
的
に
は
「
五
十
戸
一

里
」
に
編
戸
し
、
戸
籍
に
よ
っ
て
班
田
収
授
の
基
を
掌
握
し
、
計
帳
に
よ
っ
で

課
役
(
調
・
庸
・
雑
徭
)
を
収
取
し
た
゜

2

班
田
収
授
法

班
田
収
授
法
で
は
公
民
は
満
六
歳
に
達
す
る
と
男
子
に
二
段
、
女
子
に
一
段

二
一
〇
歩
(
男
子
の
三
分
の
二
)
賤
民
の
奴
と
婢
に
は
そ
れ
ぞ
れ
良
民
男
女
の

三
分
の
I
す
つ
の
口
分
田
が
「
戸
」
単
位
で
班
給
さ
れ
た
。
こ
れ
は
六
年
ご
と

に
行
わ
れ
、
本
人
が
死
亡
し
た
場
合
は
班
田
の
年
で
な
く
と
も
収
公
さ
れ
た
。

3

律
令
時
代
の
税
制

律
令
時田
租
…
田
租
は
男
女
、
年
齢
、
良
賤
　
位
階
に
よ
る
令
制
身
分
を
問
わ
ず
、
輸

租
田
を
耕
作
す
る
者
総
て
に
一
率
に
課
せ
ら
れ
「
戸
」
を
単
位
に
収
取
さ
れ
た
。
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子綾武久

次
に
、
田
租
と
田
地
と
の
関
係
を
表
に
す
る
と
表
ー
1
の
よ
う
に
な
る
。

田
租
は
、
田
の
良
悪
を
考
慮

せ
す
面
積
だ
け
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
収
穫
量
の
少
な
い

農
民
に
は
決
し
て
軽
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

ぼ
出
挙
・
:
出
挙
と
い
う
の
は
、
稲
や
銭
な
ど
を
貸
し
て
利
を
と
る
こ
と
を
い
い

官
が
行
う
公
出
挙
と
民
間
相
互
の
間
で
行
わ
れ
る
私
出
挙
と
が
あ
っ
た
。

*
公
出
挙
・
:
農
民
が
種
籾
や
端
境
期
の
主
食
が
不
足
し
た
と
き
、
国
画
の
正
倉
に
蓄

積
さ
れ
て
い
る
大
税
を
貸
し
付
け
、
秋
の
収
穫
期
に
本
稲
に
五
割
の
利

稲
を
つ
け
て
返
納
さ
せ
る
国
衙
に
よ
る
高
礼
貸

閣
物
納
~
~
調
・
庸

調
は
庸
と
同
様
、
人
頭
税
で
あ
り
、
大
宝
、
養
老
令
で
も
絹
、
晦
(
粗
く
織
っ

た
絹
)
糸
(
生
糸
)
綿
(
真
綿
)
な
ど
の
繊
維
製
品
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
雑
物
と
称
せ
ら
れ
る
諸
地
域
の
生
産
物
や
採
集
物
を
納
め
て
も
よ
い
こ

(
1
)

そ
は
つ
も
の

と
に
な
っ
て
い
た
。
調
の
ほ
か
に
大
化
の
制
で
は
調
の
副
物
が
あ
っ
た
が
養
老

元
年
(
七
一
七
)
に
は
副
物
を
廃
止
す
る
代
り
に
「
中
男
作
物
が
設
け
ら
れ
た
・

庸
は
、
養
老
賦
役
令
で
は
正
丁
の
歳
役
を
I
〇
日
と
し
、
も
し
庸
を
納
め
る

場
合
は
布
二
丈
六
尺
と
し
た
、
歳
役
が
原
則
で
庸
は
そ
の
代
納
。
こ
の
庸
布
の

長
さ
は
七
一
三
年
、
二
丁
で
二
丈
八
尺
に
改
定
さ
れ
、
幅
は
七
一
七
年
、
二
尺

四
寸
に
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
令
義
解
で
は
布
以
外
の
も
の
で
も
郷
土
の
産
物
で

も
よ
い
と
い
う
。
(
布
は
麻
布
)

㈲
力
役
=
雑
徭
、
雇
役
、
兵
役
、
仕
丁

①
雑
幄
は
成
年
男
子
が
国
司
に
よ
っ
て
公
用
に
無
償
で
六
〇
日
以
内
徴
発
さ

れ
る
労
役
で
統
一
的
な
運
営
で
は
な
か
っ
た
が
農
民
に
と
っ
て
は
重
い
労
役
で

あ
っ
た
。

②
雇
役
が
歳
役
と
異
な
る
の
は
功
食
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

③
兵
役
は
大
宝
令
で
は
正
丁
四
人
中
一
人
。
養
老
令
で
は
正
丁
三
人
中
一
人
の

割
で
の
徴
兵
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
実
際
は
一
戸
に
兵
一
人
が
基
準
の
よ
う
で
あ
っ

た
・
が
ヽ
有
位
者
優
遇
の
事
実
が
み
ら
れ
る
。
兵
士
は
武
器
糧
食
の
自
弁
や
兵

役
期
間
中
(
衛
生
一
年
、
防
人
三
年
)
の
労
働
力
を
失
う
の
で
負
担
は
大
き

か
っ
た
。

｀

閤
卦
m
と
不
課
口

①
戸
令
で
は
皇
親
・
八
位
以
上
、
一
六
歳
以
下
の
男
子
、
蔭
子
(
五
位
以
上
の
者

は
い
し
ち

に
よ

け
に
ん

ぬ
ひ

の
子
)
六
六
歳
以
上
、
廃
疾
、
篤
疾
、
女
子
、
家
人
、
奴
婢
を
不
課
口
と
し
て
い
る
。

二
、
戸
の
家
庭
経
営
の
分
析
方
法
の
実
際
は
次
の
よ
う
に
す
る
。

山
大
宝
二
年
美
濃
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
、
大
宝
二
年
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸

籍
、
養
老
五
年
下
総
国
葛
飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍
か
ら
三
例
す
っ
と
り
あ
げ
家
族
関

係
図
作
成
す
。
三
例
の
抽
出
方
法
は
、
一
例
は
各
地
域
の
平
均
的
な
戸
口
数

に
近
い
戸
に
し
、
あ
と
の
二
例
は
平
均
よ
り
も
少
な
い
戸
と
多
い
戸
に
し
た
。

な
お
残
疾
、
廃
疾
等
の
障
害
者
を
含
む
戸
も
選
び
当
時
の
福
祉
の
実
態
を
み
る
。

②
戸
籍
、
家
族
関
係
図
を
も
と
に
し
て
戸
口
の
年
齢
、
年
齢
区
分
を
調
べ
、
口
分

田
の
受
田
面
積
、
口
分
田
か
ら
の
収
穫
量
、
田
租
の
量
、
種
籾
量
を
算
出
す
る
。

閣
家
族
(
戸
)
の
一
年
分
の
主
食
量
(
米
)
を
算
出
し
　
結
果
か
ら
米
の
自

給
率
を
求
め
る
。
当
時
の
農
民
が
米
を
主
食
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
問
題
が

あ
る
が
、
一
日
の
必
要
量
を
男
子
二
把
四
分
(
京
枡
で
四
合
八
勺
)
女
子
は
二

把
、
幼
児
(
五
歳
以
下
)
は
二
人
で
一
把
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
に
し
た
・

*
こ
れ
は
グ
ラ
ム
に
換
算
す
る
と
、
玄
米
で
男
子
七
二
〇
グ
ラ
ム
、
女
子
六
〇
〇
グ

ラ
ム
と
な
る
。
玄
米
七
三
〇
グ
ラ
ム
は
二
、
四
二
六
牛
口
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
、
当

時
は
副
食
が
豊
か
で
な
か
っ
た
の
で
、
妥
当
な
数
と
思
わ
れ
る
。

戸
籍
に
お
け
る
家
族
関
係
や
年
齢
等
か
ら
戸
の
負
担
す
る
調
・
庸
・
雑
徭
の
量

を
表
-
2

に
よ
っ
て

調
べ
る
。
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古代の家庭経営

戸
の
家
庭
経
営
の
分
析
は
、
美
濃
・
筑
前
・
下
総
の
順
に
、
戸
籍

②
家
族
関
係
図
　
受
田
面
積
と
自
給
率
の
算
出
法

課
役
負
担
の
量
を
各
戸
こ
と
に
表
示

す
る
。

大
宝
二
年
美
濃
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍

㈲
石
部
三
田
の
戸

①戸主

戸主

②寄人

自給率(%)=収穫量　租の量　種籾量
　年間主食量



久 武 綾 子

物
部
宇
麻
の
戸

あ
が
た
ぬ
し
ぞ
く

県
主
族
牛
麻
呂
の
戸

127 -



古代の家庭経営

126 -

課

役

古
刀
自
売
3
3
　
　
　
　
阿
刀
部
弥
奈
利
売

県
主
族
安
閇
　

得
麻
呂
3
3
　
　
阿
波
1

加
都
良
2
5

大
伴
部
古
都
売
6
7

古
屋
売
3
1

神
人
三
部
売

忍
人

刀
弥
売
4

県
主
族
安
都

5
4

小
人

9

部
屋
売

2
7

県
主
族
若
屋
売
4
9

目
知
売

2
0

大
古
売

1
8

多
弥
売
1
6

(
戸
主
)

也
里
都
売
1
4

県
主
族
牛
麻
呂
5
3

已
乃
弥

2
6

大
嶋
2

牟
下
津
大
古
売
4
9

牟
下
津
大
古
売
4
9

多
利

1
7

秦
人
阿
古
須
売
7
3

小
依

2

御
祁
志
売
1
9

加
尼
売

1
4

加
々
弥
売



久 武 綾 子

大
宝
二
年
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍

卜
部
乃
母
曽
の
戸
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古代の家庭経営

ト
部
久
良
麻
呂
の
戸

124 -
-

受
田
面
積

自給率の算出法



久 武 綾 子

物
部
牧
夫
の
戸

自給率の算出法

受
田
面
積
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古代の家庭経営

養
老
五
年
下
総
国
葛
飾
郡
大
島
郷
戸
籍

即
孔
王
部
小
山
の
戸

122 -



久 武 綾 子

孔
王
部
黒
秦
の
戸

寧
楽
遺
文
上
巻

121 -



古代の家庭経営

一
〇1 2
0

一



久 武 綾 子

孔
王
部
比
都
自
の
戸

119 -



古代の家庭経営

受
田
面
積

自給率の算出法

分
析
結
果
と
そ
の
考
察

以
上
、
律
令
戸
籍
に
つ
い
て
家
庭
経
営
に
関
係
の
あ
る
面
の
分
析
を
試
み
た
。

そ
こ
で
九
事
例
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
、
当
時
の
農
民
の
家
庭
経
営
を
見
て
み

よ
う
。

】
」
受
田
面
積

下
に
班
田
収
授
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た
値
と
坪
数
、
平
方
メ
ー
ト
ル
値
を
示
す
。

表
I
3
の
筑
前
の
戸
籍
で
は
三
事
例
と
も
戸
籍
記
載
の
受
田
面
積
よ
り
計
算

値
の
方
が
少
な
い
。
だ
が
、
三
事
例
だ
け
な
の
で
、
筑
前
全
体
に
つ
い
て
は
い
え

な
い
。
田
令
に
は
班
田
額
が
規
定
さ
れ
て
い
て
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
基
準
額
で
耕
地

が
乏
し
い
場
合
は
そ
の
額
に
達
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
国
司
が
賃
租

に
出
す
剰
田
を
一
定
額
さ
き
に
確
保
し
て
お
き
、
残
り
を
班
田
し
た
可
能
性
か

お
る
と
も
い
わ
れ
る
。

各戸の受田面積表-3

*
戸
分
類
・
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久 武 綾 子

自
給
率
と
出
挙

戸
籍
に
は
口
分
田
の
良
悪
の
区
別
が
な
い
が
、
一
般
農
民
に
班
給
さ
れ
る
の

は
中
田
、
下
田
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
中
間
値
を
と
っ
て
考
察
し
て
み

よ
う
。

表-4 各戸の自給率
右
の
表
-
4
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
自
給
率
は
五
〇
~
六
〇
%
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
農
民
に
対
し
国
家
は
公
出
挙
を
貸
し
つ
け
再
生
産
の
維
持
と
食
料
に
あ

て
さ
せ
た
。

曰

租
・
調
・
庸
の
税
負
担

①
田
租
…
農
民
は
口
分
田
を
耕
作
し
て
一
段
あ
た
り
刈
穂
し
た
稲
で
三
〇
~
四

〇
束
の
収
穫
量
を
得
、
こ
れ
に
対
し
段
あ
た
り
一
束
五
把
(
米
に
し
て
三
升
)

の
田
租
が
課
せ
ら
れ
た
。
△
表
-
4
▽
の
A
~
I
の
田
租
は
最
高
が
F
の
五
九

東
で
段
あ
た
り
一
束
五
把
と
い
う
の
は
、
収
穫
量
と
の
関
係
か
ら
中
田
三
・
七

五
%
、
下
田
で
五
%
の
租
率
と
な
り
、
そ
の
中
間
値
は
四
・
三
八
%
で
あ
る
か

ら
そ
れ
ほ
ど
重
い
税
で
は
な
い
。
だ
が
保
有
米
の
少
な
い
農
民
に
は
軽
く
な

か
っ
た
。

主要地目の所有・用益・利用関係図

竹内理三編・土地制度史I 68頁

一
四

な
お
賦
役
令
に
は
災
害
時

の
免
税
措
置
が
規
定
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
ま
ま
実
行
す

る
と
殆
ん
ど
田
租
が
納
入
さ

れ
な
い
と
い
う
事
態
が
続

た
。
そ
こ
で
不
三
得
七
の
法

が
案
出
さ
れ
た
。

*
不
三
得
七
…
租
の
収
納
額

は
7
/
1
0
と
し
3
/
1
0
ま
で
は
不
作

の
程
度
に
応
じ
て
国
司
の

裁
量
と
す
る
。

ま
た
農
民
に
も
墾
田
(
三
世
一
身
法
、
墾
田
永
代
法
に
よ
り
私
有
が
認
め
ら
れ
る
)

や
賃
租
(
不
輸
租
田
の
地
子
は
収
穫
の
五
分
の
I
、
輸
租
田
租
も
納
め
る
)
に
よ
っ
て

収
穫
を
ふ
や
す
道
は
あ
っ
た
。
し
か
し
年
貢
や
負
債
の
た
め
土
地
を
手
放
す
戸

主
も
あ
り
0

土
地
売
券
に
そ
れ
が
み
ら
れ
る
。
な
お
土
地
制
度
に
つ
い
て
そ
の

利
用
関
係
図
を
右
に
掲
げ
て
お
く
。

②
調
・
庸
…
次
頁
表
-
5
は
、
A
~
I
の
各
戸
が
納
め
る
べ
き
調
・
庸
を
正
丁

一
人
分
と
し
て
何
人
分
納
め
た
の
か
と
、
雑
徭
の
日
数
を
算
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
調
・
庸
は
軽
く
て
都
ま
で
運
び
や
す
い
織
布
で
収
納
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
布
の
合
成
法
の
制
度
は
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
七
一
七
年
、
調
布

正
丁
一
人
に
つ
き
長
さ
二
丈
八
尺
で
、
庸
は
一
丈
四
尺
で
あ
っ
た
。
な
お
調
庸

布
は
連
続
し
て
織
り
あ
げ
、
合
わ
せ
て
四
丈
壷
尺
を
一
端
と
よ
ん
だ
。
律
令
国

家
は
中
央
で
の
消
費
の
経
済
的
・
合
理
的
使
用
の
た
め
調
庸
布
は
二
尺
四
寸
の

広
幅
を
強
制
し
た
。

そ
の
た
め
調
庸
布
は
一
般
農
民
の
も
っ
て
い
る
織
機
で
は
織
る
こ
と
が
で
き
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各戸の調・庸、雑徭表-5ず
地
域
単
位
の
集
団
労
働
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
原
料
糸
は

各
戸
で
小
規
模
単
位
で
生
産
さ
れ
た
。
下
の
表
-
6
に
戸
内
の
十
七
～
六
〇
歳

の
女
性
の
I
人
当
り
の
調
庸
布
の
長
さ
を
算
出
し
た
。
織
る
の
は
地
域
単
位
の

集
団
労
働
で
あ
っ
た
と
い
え
製
糸
ま
で
の
労
働
は
主
に
戸
内
の
女
性
の
手
に

よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
美
濃
国
で
は
美
濃
と
い
っ
て
養
老
令
の
賦
役
令
第
十
条
で
と
く
に
規

定
さ
れ
た
高
級
品
を
織
成
し
た
。
す
な
わ
ち
正
丁
一
人
、
絹
八
尺
五
寸
、
六

丁
成
¨
疋
、
(
長
さ
五
丈
一
尺
、
広
二
尺
一
寸
)
、
美
濃
、
六
尺
五
寸
。
八
丁
成
¨
匹
。

(
長
さ
五
丈
二
尺
、
広
同
絹
)
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
美
濃
の
場
合
、
絹
緬
よ

り
正
丁
一
人
に
つ
き
二
尺
短
く
て
よ
か
っ
た
。
し
か
し
高
級
品
な
の
で
労
力
は

む
し
ろ
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
た
調
は
、
各
地
の
産
物
で
納
め
さ
せ
る
規
定
も
あ
り
、
美
濃
で
は
紙
を
作

る
た
め
の
楡
皮
や
青
礬
石
が
い
↑
筑
前
に
は
綿
や
穀
皮
が
、
下
総
で
は
ワ
カ
メ
が

貢
納
さ
れ
て
ぃ
た
こ
と
が
文
献
や
木
簡
か
ら
わ
か
る
・
な
お
賦
役
令
に
よ
る
と

調
庸
物
は
運
脚
に
よ
っ
て
都
へ
運
ば
ね
ば
な
ら
す
農
民
に
と
っ
て
負
担
は
大
き

か

つ
た

庸布の長さ6 各戸の調、表-

調= 2.8尺庸= 1.4尺､1尺= 29.7cm

む

す

び

以
上
、
本
稿
は
現
存
の
律
令
戸
籍
の
分
析
を
通
じ
当
時
の
農
民
の
家
庭
経
営

を
管
見
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

紙
幅
の
都
合
で
他
日
に
ゆ
す
る
。

①
廃
疾
・
残
疾
、
兵
士
の
い
る
戸
に
は
減
税
措
置
が
さ
れ
て
い
た
。

②
田
租
は
戸
単
位
、
調
庸
雑
徭
は
個
別
人
身
支
配
す
な
わ
ち
人
頭
税
と
い
う
律

令
収
取
の
た
め
に
各
戸
の
農
業
・
家
庭
経
営
が
行
わ
れ
、
戸
主
が
経
営
主
で

あ
っ
た
。

③
女
子
は
不
課
口
と
は
い
え
、
調
庸
を
整
え
る
た
め
の
労
働
は
大
き
か
っ
た
。

な
お
現
存
の
律
令
戸
籍
に
関
し
て
は
法
的
擬
制
論
と
実
体
論
が
あ
る
が
、
全

く
の
擬
制
な
ら
ば
戸
籍
も
計
帳
も
租
税
台
帳
と
し
て
の
意
味
が
な
い
わ
け
で
、

何
ら
か
の
形
で
当
時
の
農
業
経
営
の
あ
り
方
と
対
応
し
て
い
る
は
す
で
あ
る
と
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い
う
鬼
頭
氏
の
言
と
、
単
な
る
擬
制
論
に
対
し
て
は
安
良
城
盛
昭
氏
に
よ
っ
て
批

判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
二
つ
の
立
場
か
ら
、
本
稿
は
律
令
戸
籍
の
分
析
を
行
っ

た
こ
と
を
付
言
す
る
。

(
昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
七
日
受
理
)
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